
’06.4

■10月3日　羊蹄山に初冠雪
　久しぶりに美術館を訪れたのは、羊蹄山の頂に
うっすらと初雪が降った秋晴れの日であった。羊
蹄の麓は収穫を終え、のんびりとした空気に満た
されていたが、どことなく冬が近いことを感じ
た。
　風土館前の畑も刈り取ったソバを円錐状に立掛
け自然乾燥をしていた。畑には秋大根が残ってい
る程度で、他のものは一足先に酒の友として片づ
いていた。大根もソバと一緒に次の出番待ちをし
ている。一年草のサルビアや、マリーゴールドも
終盤に向け、最後の力をふりしぼって咲いてい
る。
　計画当時は、敷地内に畑ができることなど考え
てもみなかった。しかし、周りの空気と土の力が
直接、花や実、そして根に活力を与え、一年でこ

れほど成長し目と味覚を楽しませてくれる畑の力
は大きい。ソバ、大根、イモ等の花、風に揺れる
麦、風景づくりの要素として最近注目している作
物類である。
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環 境 建 築 建築物や構築物は、その計画から設計、建設、運用、
改修、廃棄に至るまで、自然環境や地域の土地柄、風土
を常に意識しつつ、地域住民や利用者に対するサービス
を担っています。
本シリーズでは、道内の建築物や構築物が環境をどの

ように意識し、どのような手法でサービスを行い、どの
ように利用されているかをキーワードに紹介します。
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■風景の建築
　美術館計画は今から8年前、平成9年に指名プ
ロポーザルによって決定された。イメージスケッ
チ等一切なく、文章だけの提案書とヒアリングで
幸運にも選定された。私たちの提案とイメージは、
町民に愛され親しまれる｢まちのミュージアムづ
くり｣だと考えた。羊蹄山とニセコ連峰に向き合
う建築は多くを語らない。｢おしゃべりではない
建築｣として存在することをイメージした。環境
から突出することなく、柔らかなスカイラインと
静かな表情をもち、その存在を時の流れの中で主
張し続けるものとして考えていた。
　内部空間はゆったりとくつろげ、繰り返し訪れ
る魅力をもった空間を生み出すことを考えてい
た。そして、後志ミュージアムロードの拠点とし
て質の高い豊かな空間は、町民にとって心地よく、
親しまれる美術館となることを願っていた。
　私たちはランドスケープも建築的であるべきと
考えていた。建築がランドスケープを構成し、や
がて風景となることを目指した。羊蹄山、ニセコ
連峰、小川原脩の原風景と向き合う環境の中で、
小川原脩のいう｢静かにそっと包み込む空間｣を作
りたいと考えていた。

　一方、風土館として使用する日体大旧宿舎は
少々荒れてはいるが、周りの環境になじみ、風景
化していた。美術館とは、形、色調、全く違うデ
ザインである。この施設が建設された当時、今か
ら30年ぐらい前は、スキップフロアや吹き抜け、
トップライト等が流行し、魅力的な空間が数多く
世の中に出現した時代でもある。
　この建物も当時の流れをしっかり捉え、空間の
広がりは、展示空間として申し分のない豊かさで
ある。
　この計画では、敷地全体をデザインするという
チャンスにも恵まれた。今までは、建築デザイン
と外構デザインは別々に考えられていた。本当の
意味でコラボレーションができれば、内と外との
理解度が高まり一体の計画が可能となるのにと、
いつも物足りなさを感じていた。
　私たちが外を考える時、内部空間との繋がり、
開口部を通して見える外の見え方、風景の捉え方
等、内から外へ向かってのイメージ作りと、その
逆の外から見て内のあるべき姿も強く意識してい
る。いずれも内と外は同じ軸線上にあり、全体が
空間として意識できることが理想と考えている。

■スキップフロア・吹抜・ハイサイドライト　どことなく懐かしの空間－風土館－
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■小川原脩先生との出会い
　設計が正式に決まった後、小川原先生のアトリ
エにご挨拶に伺った。春も終わりに近い頃だった
と思う。古い住宅のアトリエが印象に残っている。
天井が高く、壁は黒く塗られ、さほど広くないア
トリエであった。描きかけの絵と何枚かのキャン
バス、そして何も描かれていないキャンバスが1
枚壁に掛けてあり、画家のアトリエとはこのよう
なものなのかと、今思えば画家のアトリエに入っ
たのは後にも先にもあの時が初めてであった。ス
トーブの側に腰掛け、パイプをくゆらせ、高齢で
小柄であったが画家としての威厳があった。私た
ちはあの時50才に近い年齢であったが、画家の前
では子供のように緊張しながら行儀良く座りお話
を聞いていた。何を話したかは覚えていないが、
美術館の具体的な話なんかもちろんできなかった
ように思う。
　当時健在であった先生は、今を生きる画家とし
て、強い言葉ではないが感動的で心に残る言葉を
画集の中に残している。私の歩いてきた道という
対談の最後に「まだいろいろ伺いたいことがあり
ますが、そろそろこの辺でやめましょう」、最後
に「最近のご心境は」という問いに、先生は「一
言に尽きますね。いい絵を描きたい」と言い、時々
一人の時は「いい絵を描きたいなぁ」と独り言を
言っているんです。「ああまた言ったわと…」こ
の印象的な一節は今も私の心に残っている。

■羊蹄軸とニセコ軸
　この敷地には昭和52年に建設された日体大の旧
宿舎があり、グランドも併設されていた。当時は
まちの歴史資料の収蔵場所として使用されてい

た。荒れたグランドの正面にはくっきりと羊蹄山、
右方向にはニセコ山系の山々と雄大な光景に圧倒
されたのが最初の印象である。
　この計画では、デザインの違う美術館と風土館
を150ｍの距離を置き、対座させている。この即

つ

かず離れずの距離が、新旧のデザインから生ずる
違和感を消してくれると思い、当初からあまり気
にとめず、風土館は30年前と変ることなく在るが
ままの姿で羊蹄と向き合っている。
　敷地は南北に290ｍ、東西に120ｍ、この外構計
画を決定付けるのは、南北の羊蹄軸と東西のニセ
コ軸である。羊蹄軸は美術館と風土館のエントラ
ンスとを結び、羊蹄山へ向かっている。この軸を
境にパーキングエリアと緑地、更にニセコ軸を境
に美術館エリアと風土館とのつながりが強いエリ
ア、それぞれに個性を持たせている。この軸線は
石張りのペーブメント（舗装した道路）と照明、
冬は除雪した雪が背丈以上に積み上げられ、夜は
豪雪地ならではの雪あかりのアプローチとなる。
地方都市に建つ展示施設にしてはパーキングエリ
アが広すぎると思われるが、堆雪スペースのこと
を考えると倶知安では必要な広さである。ニセコ
軸の南側、美術館の水盤を含む外部空間は、建築
の延長として空間化することを意図した。水盤、
御影石のボーダーとキューブにより静けさを表現
し、玉石と芝の混成による仕上げはゆるやかにク
ローバーの緑地へとフェードアウトし、他のオー
プンスペースと融合するようにした。
　ニセコ軸の北側は人工物を持ち込まない自然の
高まりを意図した。このエリアは今ではあまり珍
しくないが、ビオトープを作っている敷地全体の
排水と屋上排水等を集合させ、また敷地の西側に
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小さな流れがありそこからも引き込んでいる。当
初は、雨が降って水が溜まればいいし、日照りが
続けば枯れてもいいと、あまり気にしない湿地を
イメージしスタートした。今ではヤナギが数本自
然に生え、日陰をつくり、さまざまな生き物がど
こからともなく集まっている。カエル、ゲンゴ
ロー、ムカシトンボ、鳥や小動物、水生植物まで、
「環境がいいとわかれば自然に集まるものだね」
と、館の人たちは話している。ホタルも近々飛ぶ
予定と、小さなビオトープであるが凝縮された自
然が感じられる。

■余談…
　昨年の8月にアルバ・アアルトの建築を見るた
めフィンランドへ行った。ヘルシンキから北へ足
を伸ばしロバニエミ、ユバスキュラと、見れるだ
け見ようといい年をして懸命に歩いた。以前見た
ものを再度訪れたり、初めて出会うもの、それぞ
れに感動したり認識を新たにしたり、楽しい時間
を過ごした。今、建築とランドスケープという視

点で振り返ると、特別なデザインをしていないの
がデザインなのかと思うほど自然である。建築以
外の人工物は見当たらない。建築に内包された中
庭は別にして、さらりと作られている。ロバニエ
ミの一連の建築群、ユバスキュラ大学のキャンパ
スとその周辺のアアルト美術館まで含めた建築
群、いずれも完成度の高い建築の配置そのものが
すでにランドスケープデザインとして何者も相容
れない構成となっている。
　土地の形質、高低差、風の方向、まちの方向、
高緯度の国、室内への太陽光の入射角度等によっ
てあらゆるものが必然的に決まっていくのだと思
う。建築とランドスケープ、どちらが先でも後で
もなく、アアルトを見ればそれがイコールだと思
うことに何の疑問も持たない。

■段丘からの風景
　風土館のエントランスに立つと、羊蹄山と美術
館は一枚の絵として納まりがいい。しかし、段丘
の南側に立つと、羊蹄より先にさまざまな色と形
を持った住宅が目に入ってしまう。せっかくの羊
蹄がもったいないと思い、視線を切るためのマウ
ンドを設けた。周りの屋根並が見えるか見えない
かのギリギリの所で、南からの引きとマウンドの
高さを決めた。
　なじみ深い切妻の屋根並みや板張りの外壁が見
えるのであれば、すそ野の風景として効果的であ
るが、最近の家は残念ながらその様には見えない。
目の前の家並みを消すことに無理はあるが、極力
純度の高い羊蹄を見せるべくマウンドを築いた。
　美術館のロビーからは、マウンドと既存樹が功
を奏し羊蹄を美しく望むことができる。来館者が
驚きの声を上げるのはロビーに一歩入った時であ
る。羊蹄の姿に圧倒され、思わず声を発してしま
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う。駐車場に車を止めた時、すでに羊蹄を見てい
るし、北海道人にはそんなに珍しい風景でもない
と思いつつも、ロビーという限定された空間から
の眺めは特別のようである。

■秋から冬、白の季節へ
　開館して7年目の秋。全体に充実した空間の広
がりが感じられる。風土館と美術館、全くデザイ
ンの違う建築は違和感なく存在し、二つの建築を
つなぐ緑も豊かさを増している。しかし、人間の
思うように育てようとする自然と、そうはなるま
いとする自然との戦いが、植えたつもりのないも
のまで成長させ、またグランドカバーとしてのク
ローバーはいつの間にか姿を消したり、徐々にで
はあるが目に見えない生きものたちが、周りの環
境を変え始めている様子が見える。
　一方、建築の延長としてデザインしたエリアも、
少しずつではあるが整形した形が崩れ始めてい
る。玉石が草で覆われ、御影石のキューブやボー
ダーも、当初意図した形を維持することが難しく
なっている。
　もともと都市で行うデザインの手法を、自然度
の高いこの土地に持ち込むことに多少無理があっ
たのかもしれない。
　環境を整えるデザインとは、一時的な満足感だ
けではなく持続可能なデザインとすべきであると
思う。しかし、自然へと回帰しやすいことも、ま
たその過程において美しく変化すべき手法も学ぶ
ことを知らされた。
　初雪の後、根雪になる前の一時期、冬のランド

スケープとして美しい光景が見られる。1月にな
ると豪雪のまちは最盛期。今年は特に多いようで
す。皆一生懸命除雪をしています。巨大なのし餅
のようなすごい雪

せっ

庇
ぴ

も見られます。運が良ければ
というか、悪ければ小川原脩の言う白の世界に出
会えるかもしれません。「白い季節には白の恐ろ
しさがある。この白の中をただ一人っきりでさま
よった事のある人ならば、白という色の持つ恐ろ
しさを知っているだろう…」（小川原脩白冬の中
の思考から）
　豪雪の地の美術館へ足を運んで下さい。
　白という怖さと美しさを合わせ持った色、都会
の白とは違う白の世界を感じて下さい。
　そして、「静かにそっと包み込む空間」に浸り、
中国、チベット、そして天空の里ラダックへと旅
した画家の世界へトリップしてみてはいかがで
しょうか。
　帰りがけ、もし晴れていたら、この先もずっと
美しく在り続ける羊蹄にひと声かけてみて下さ
い。
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